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　　気象方はタ（象研％所｝（おい〆て，孫三三∠，タ7奪康；

　に・（三尺戸で蓼誰’さ脈　（v、る愛想稼の撮課多、身

象賓料三二、配布箸ゑ桁う辮正気象御三（劒

　3）について・二三における類比の法理（δ爪，

⇔0βS）の禰三三回状％彰を・参）〉葛にしなかづ、ミ

ワシづン象、三星全体〃フシステムデザィン，鍋

尺Pの目標三期までに’三三すろ工経箸を調忌忌

し、《た逝上め画1象処理シズテム、Kついて三山

的に罐）した。

　一力、斜子技術庁におい一ても、6rM、Sのまうな

，本三三三三衛理を比較的短莫三間に開搭できる測ド

うガの可倉と柱、弓術刀波及効果箸についイ二二
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糊酌冤直しにおいて歌餅8嬢か揃Mδ
三二溌痴旨に矛四竹するO必ガ1決定さ取た。．’

三下菖痴三三論＋およ二二・タ麿働締

設務すは、1気旅夫『において実施さ11・（た、♪亨窃闘拶

業団は禰回漕ワ羽差本言賄寺グり段落で気緬縛

　　　　　　　　α齢の

この開心老引き継ぎ、気象庁の尊望事頑をも∠に

仕縁書の作・訊を行い．囎和タ8有／〃軽艇本設計

4ワ発注を行．つた。

　り：蘇ロ49葺9肩にぱ、墓本章父計を終でし、この

結論を；基｝二言毛細訳計〕ス隣4フ発出を行った，◎詔和タヲ

耳度紅詳鰍百船螺悪いこの罧を墓に

・肩ヨ和80募、度にはGl、！15’〃フフ。ロトフうそトモ，デ

ル（PFノイ）亙びフライトモデノレ（戸／・Dのサヂ

シズテへの禦作・組立、試融を行った一．仁和50

摘…／／周か今）prノ〉τンスラームグフ綻・合爵琶羨重’閤4合し、

5／葺2月には）＝ノv1ノ’ク統、合試験竺劇台した．：夕／

癬度に｝ま：P戸月シスアA萄綻証紙（（⊇丁⊃∠ア〈・7

びフ受入試雛ω丁逆行レ＼詑革4即1鉱荷

前番蛮竺終え一て哲上げに備えた。

倫謡言矧には、打上げ訪、ソトへ諏襲職

の整合性をぱじめ、ヘコケツトかち6つ衝蒙，：振動薯

の三無魔条得に：基づぐ循・星4つ態ミ度解祐、射揚におゆ

ゐロケソ1一玉織星ヌヌカの山上．げ準備作業‘o調整辱

が’必雲で診り、射てよ二げhコケット峠柴の協議ガ・∠回

伯われた。
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　郷上げr出して底縮緬Z辱∠翻身星麟

噛国豪雨射易（ET尺）K亜ば才（、射南部無爵縫て

デノレ9ロケット／32：暑熱1会組込ま才（た．。ロケット

ぱη飾コ‘2茸71日／タ「息／9爵じ・タノ分（日本熱

熱）に打上げち才ピ，約：z5分後K鑑識「6、まわり

」を妥移鰻に摂〉＼した。

　稽〒星は7月／ξモヨに悌13アノドゆ一メ）・づドリフト

軌蓮に転入さ；K、／8日に彙経ノ知度の飛諭室

K静止した。

　欝上面詰論K坂入した「ひまわり」kっ、、で

ネ誤肩的な機能タエソクゑ行う。∠によって擁の
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　向ま試鍛二刀縮県・甕婦低勿圧。監祝に極めて

　1有効必グフ醗ガ’あった。，

，②群止隔離2暑（6ハマ5㌧2）

　　ノ気象方は、、（恥4・3の〕瑚搭の進毒沫）一重薦潔し、

　そ肛に翫く解止気旅衛星：z暑（（汁岡δ一z）を導

　期に聞発し、訂上げる：二∠を、亨宙雨漏員会に

四望した、縮果嘱和回忌3月1（決定さ厩「喜

　宙濫発二二（ヲ召和5／四度来定）」Kおいく粥和

　6Z琴彦に米国に俵顛してヌ〔1ち上げそうれたβμ1ε

zばば可添柱二一≒％・衛星鷲して一》一二

フアツトによ●’厩　和5∠舜農に辮正軌塗彙緬夕0

　、度肩逸」て工rち上げるこ∠を目裸に開溌逆行うご∠

　ガ証めち脈た。

　　（㍉判ε一2では、（牙MS4フような画1際的心乱は
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ゼこ　の　　　　り　

　　　図：Z－2一／ク　’母層8－2の蘭瑳スケジュニル

　　　　　◎Mε一Zの一病瑳スケジゴーノレは、図2ナη

　　　　の・乙おウであろ・昭和き／丁度ぱ前半の設計編

　　　　斜めて専権財繧施した．脇。ξZ手馴、

　　　　予州賄†の結累を甚に基本言縮†に着昏した、聯

　　　　窓3ξ度か・りぱ諸糊設計芝≧行う》二・∠｛レに〕匪M・

　　　　戸ノ耐プシスアへの製作を行い、貝召和5縛騨

　　　　の打上げを〕ヨ塗ビ三三を幽喋る≡予髪二で功看。

　　　◎厨究）言動

　　　　　嫌雁鋼で｝‡、旗召睡中かつ　靴旧識

　　　　（命ハ／s）のシステヘデザィン薯の調査三三

　　　　　　　　　　　　（2〆。）
　　｝

奇するに…ヨたウ多疎ラ則）翻葉書∫門｝（、安旅衛星疎

獅四奮端蜘bして嫌衛星厨％部厳置レ
た。

・　（穿M8に関する研％

　　粥和4∠’ヌ7勿度に｝ま、砲RPの婁請こ

　旋じうみような（三「紹εにつ9て、メーカーか参

　枝4風詠玄家め、薇念設誹．，三三多†祖当（弓

術調蟹主に謎上側シスアAに引）て6予備

　的丸心を竹・フた。この葡類比「‡、襟回の群正

　画面御壷S〈ダ3，60εεの黙過闘淫の蜜ラ状

痂乏参浩にした、我が画ではまだ一報弛してい

．なかったP飢詔∠序〃雰。坊式i二準じた首6室、

　鳴くの反響が細った。

　　この薇淫心％の後畢1ごは、ぎ宙閑発車豪咽の

協力逆得て昏惑戸評陰徳行い・そ4威累乏ま∠

　yフて、弼和μ8奪7月、ノきr三三’発車業団に閑瑳

玄依頼した。

・　：三軸宴・定衛曲用放射針の祈％

　好和46》奪虚玖降ぱ、先進倒の気象：衛・星劾研　　　’

鯛三三能調査した結果P嫉の静止気象．

　　　　　　　α6／）
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衝星点！）ラ鰍＝〔斥1レや跡｝硝効璋温い。

lD孜鮒計の重量が／∂乏度斥軽《なる諦）蘇

の弛域玄動…疎して観測でぎる、）のデータ樋　

三門≧著島回或「こ、．遂垂イ彦財力遠力＼さくでき；る。な仁

山利な恵の添い三軸藩論制御る式Kなろと搬

ま身くカこ∠かづ、≡」鞠・泣面’甲ラ溶射青†♂ブ面塵三一

溢髪ねらい∠した研％重進めじ多OZとした。

　当面憾、動1遁衝星K如して学脇隠隠におl／

珍獅乞確認を行うこ．必珍説1標に、ます臨急霧欄

遵族術〃フ予備諌愛4冠し、、）欠いで石瓦和4％三

度、ま、藤知系・光孝・系、心慮系、熱考矧’辮Kη

いて予備教諭、旗討を甦め、り召和引返度が醜

基本諏計綬噛に〉＼っ一（いるカ・・、四恩）令却遠忌

ついて｝赫雛な試徽彪秘享L叡ため・ζ

蕾闘溌事蒙面Z，4）共「司衡雍；ズ望ま玖・（い均・

　こ訳までの疏究成鳥の／例をあげ；る∠・獅

計の赤、ヂト族知器に用いるα，月勃ア6倉釦祠

塵細（碗んだ。諏無二回箸にヒ』べ協

タド関係輪1、・大雨りて立ち弓取て＼）る載ノ個計

イ1さ注〕ヨに値寸る必差えノ≧激；る。

　　　　　　　¢塗）

・デ汐コレクシヨ≧ンステへの衡％

　　¢Mε堵二Kよリ，舶舶、離島、フ・イーロボ》ト

　嗜ヵ・づ（o気募観剥デ＝夕誌代集参珍DCPω磁

　C認乙読のし．ノP々が。♪クπ）のノ研％三三逆回った。

衡星経宙でデ汐回忌竹う㊧却1ま、好卸

，力法、定爵報告方式箸ヵ物看ガ・、幽趣的な型∠

　して権醗酵更し乃式のDCPを試作し、衝星

　シュミレータによるランニング・試験、また、（ゲ

　ハイ6身て上げ薇組合せ講i比重行い、所鄭09画面

　之得ていみ．舳

　　貌評論しては、勿圧、気温ヌ；鍍閥向．

図遽沃気’醜、繍で・鮪雪止蘭幅

　は一億闇を目標図している、そのた暖春蛸感電

　ガ型を百裸に、必蓼に応じ電源に太陽彪）也の／望

用を／着先イ（し、；る。

・　（身ハ〃6の心象翅多望乃式の餌ク乞“

　　命ハ侭の迦上利剤施設の潮発・整備のた～り0

婁譲禰％必して、稲和汐、タ殉彦には、〕也掴

稼デ的の一）惣錘用塵標変換（照応画伽・づ

爪死ラ“ステ，レオノ誠～ラミメノレカト、一ノレノ＼の褒湾巽r），

　　　　　　　ぐ2β）

「
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　　　そのため〃づ画像歪〃フ箱蜜な栃・正右法、咳離

　　フアツクズ公力汝訳そグ）ためのテ㌧タ〉詠幼のア

　　ルゴリズへの族塗すノ汲が璽：の彩球ベクトノレ靴

　　の危種ア1レコ“／レス・ム必そ斗のの廟三枝の伽

　　瞬を輿施した，

　　　また、采倒知象衝星κよる過密画像デー舛

　　用いて1雲頂遍度，海面温葭の維愚図を作碗

　　聯熊嫁鯨0解蜘乙参岬するた加罐

　　行った。

⑦　地銘受彪勉設41，拡あ

　　％1和タ（夕毎9月／副Gま、気紬：信所（東繭

　矯須当布）1て業務用APT｛1斐「運重4労ミ葦呈勇い党ζノ戎｛し、エッ

　サ∠．呂力・ち〃フ妾信業覇玄離座した、衝客冬惨諺

写；動まマイクロ’回線煩慮じて，気象庁予報部継

　2うれ、毎臼の天気逗レフ作成や天知解耕、そ肇轍

　婆＝料棄して用い鼠取た。

　％和4．8毎に才丁ち上げら斗・（たノア2暑が参は・

　刀尺ρ7（刃ノ～殖メ～功ぬオ屍つZぢどこ力174ア畔

　一＿4艇レ∠ρフペ）参蓑移ガ・髪カロさ，ヤて、高精劇つ雲1享

喚が賃画できろようになり、従来のAP丁受麟

　　　　　　　　62∠ダつ

覇セ召πPπ業条易に切封冗；る’こ∠に蔵つた：。

　妬和49葺3耳にぱこの受彪苑諌の切喚充：エ享

が完成し．召尺PT妾信新形初・欄始さ漱た。

　〃尺ρアの雲写真は、可視、赤外の両画像が約

／汽例の解像渡で得ケれる岩ので、マイク匂＼三線

で気象繊手報：部κ送1う取た復、ハ＼導電写計算：機を

備禿た妾画解揃…装置玄用いて、禾気図∠↑司じ逝図

坂影法r変喉さ淑、タ（象予回報業移K活用さ三一て

いろ。

　；気象右・で整備した衆倒極：軌零し気象衛星デ’一夕の

受彪、ラ村用叢置の概要は喫の∠お1）であ珍。

ノ）　Aρプ受画i裟置

　　この受醸置1ポエ吻、ノァ衝星か今のA・

　ρ．アガ㌧・月F電｝疫ゑ甲信し、咳〔種6、象を舜L生する

　ためのものであるゆ受章部ぱ高度／弼〃六侃の

　イ衡星の馬力5一曜、ン3∠〃〃＝z帯、戸♪4蓑信器か

　らの蓮信曹波を受信すろように、へ、）カ〃／アン

　テ！装『置，妾’信制御楽置、標Σ旱付加装置切美r裟

作盤．FAメ（受贈，：茱遥1、ヲーフ。レコー　・鉛彰ガθ

楢成されていた。

　　　　　　　4～躍）
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z）　〃πρ丁受彪1三三

　　こ4フ三三ぱ、：直経約7肌のしド・一ム’凶｝こメ

￥マウン防湿劃蜘擁のノ貨ボラアンア

ナ麹三元、穂天候及び天襖垂魚病蓮爵に二二

に…豊鋪すろように製作さ承てい珍、霊正式iぎ

　＝了’ンヒ0ユー≦7によ；るフひログラム、皇窃h乙自動追跡

”翻多能乞梼グてPゐ・

　　その’他，広融・鍾條デ汐・乏三権％儲

イ謎麹設、ノざ彪調髪右つ受払認ご録漿置ノ画ノ縁

‘η妾揉如：三山を肩ラ山前認鎌蕉：置畳ヵ・ちなつイ

ガリ、赤4トデータかりの零；猛彦亙1や疑侭ブラ！

ヌ彰望なZ亮．行う＝之ガできるようになっていゑ

　なお、米固の蒙二三三三髪L三三四望岐、…棚

の／ア衝星かち、ヨ召和‘3躰「中には乱切ズノ

ノゾ三二埋シリース∫に切払えク照る矛定である。

そ才（1て備えて知衡｝ま」晃用の受催二二、鰍

婆置等三三イロスーN用に散董すべく計画媛

めていろ。

倉∠6）’

り孟信三星

⑦鶉籍衡神キ1容’量酵〕塵i信稽ゴ星（（⊃δ）「さく∠う」

　　・柔蕪甲中窟轟氏魚信衝心（（5）ぱ、画面の国

　肉覇信需蓼〃ガ曽加Z亜権彪形籠の移豫イヒ」に対忘するた

　駅留｝種彪衝星の打上げに出ろ蚤∠して、衝

　星システム．を’用いた葎ミ六呂：箸の藺『加数におゆ害心

　イ溺ζ謙を行うごと、衛理垂信システムの蓮：旨繍の

　確立を図るこ必な溶を目愚詠Zしていワる。

　　ご戯画ざ・『醗酔露頃力珍衡係着・ρ齎で褥す

　ガ・逡めθコ／（一（いたガ・、粥和女7卑9月・郵政省かづ学

　宙閣雨受会に対し，そごつ曳塊について正式に辱望

　した。こ脈を受ウた同委頃会ば、継漆の結界＼昭和

　タ：7湿度辱宙’閣軽畜す画において衝星の翻発研％蓑灘

　和文δン葺彦に衡うこ∠を深滅し、引越いて〕屑和タβ

　再ノ・肩に獅ロダ8彰、輸ぢ衝星の離饗行い嘱和

　5／碑度に才丁ち上げ勿ご払をなオ票に閣姥を≧塞める旨

　・η裟定を行った、その後、建学ダθ毎の穿窟蘭面す

動嘩切蕨唯一商庫口丁上げ綴車頴
　’た，♪

　　こ才（に伴い郷旧名は、従来の斎％1成果を踏ま元な

　　　　　　　　　　食62）
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ガ＼ち・応和4θ募K緒星の；概念壱景白及次民権影

．6つ威深乏取りま込め、洞砕ノ／月穿宙閣瑳享蒙欧

＝：ヤ（ち二引き継ぎ、：更に七百和島9葺彦には謡本毫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
彪賠話a社の協力を薪一（甘めそいた衝星瀦牌

：審の：1：ンジニアリン7ぐ毛デ／レ（E”）の’義務確

成果玄〕司罪蒙〕団に引き継いだ。

　｝司主業困でぱ、郵疎省か参子備広量箸の威駒

引継ぎを「受け・た後、閣搭に老8し茎本多形未灘

詣ヤ．フ・齢ア列任デ／レ（F月イ、）、フラ／

ト毛デル（FM．）の闇発を淀め、ρF舶（つGて

は1、勺麻ロ52奔3肩に、Fノ・りについては瑚辱7／

に製／絃％了した。

　衝星の取「上げヒつ、ゾ。ま、．禾国母／ハ∫夙に幽

すろ⊂∠∠な、つ、臓和‘o葺7耳学宙三三霧琶

重刷δ綬の蘭で喫細脈辛した。この獅二

よつ一て気払出和ξ・Z≧穿ノZ月ノ8〔ヨにジg画フてフ、）ゲ

〕酌一心ナベラノ貯ら才珍上げ錦個臨月

Z蝉に宇宙閣即実蒙画そよ・凍耗／3嫉面立

麺1つ髪入：さ舶た。本衝’星の論元ノは表Z－Z一即

之おりである。

　　　　　　　　4～〆の

　訂．上げ飯嗜終了後かちCε4フ名；機器の動作確認

終鉢での三三縮では、鱗頑朔∫上げ三跡

管制部門が。εの追跡篭冠（辞正化亙乙ミミツシヨ

ン三三四強も。）嫁回した。この闘の才

ペレノシヨン頂1ヨは、、》πの∠おウであろ、

D豊跡及』蜑ｺ運勢

ノ1）テレメータデータ：聴歌次託蘇・編集

の　姿以来！定及び嬰勢制御

1の　陰りフト軌迫吻役》＼

v）下直制御

レ7）辮正粒置笈ボ薯蓼の保祷

㊥ミ・ソション携引物恵検

ご諮タ） 一
志
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量
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㌣　嵐

これぢ多糎の初点能柱葡・艦鮎昭態

和δ桝三三＼ぢぱ、郵政省ガ’躰電儲御
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